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■はじめに 
バージョンアップは、サーバーのみで行ってください。 

 

■バージョンアップの前に確認すること 
 
①OS が対応しているかご確認ください。 

対応 OS 
Windows11 

（64bit） 

Windows10 

（64bit） 

Windows 

server 

2025 

Windows 

server 

2022 

Windows 

server 

2019 

Windows 

server 

2016 

エディション 

（推奨） 
Pro Pro Standard Standard Standard Standard 

※Windows 7・8.1・10（32bit）・11（32bit）は動作対象外となります。 

 

OS 確認方法 

1.キーボードの［Windows］キー＋［R］キーを押します。 

または、［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］をクリックします。 

2.［winver］と入力し［OK］をクリックします。 

3.表示されたダイアログボックスを確認します。 

 

➁バージョンアップは、Windows の管理者権限ユーザーでログインして行う必要があります。 

管理者権限ユーザー（Administrator 等）のログインパスワードは事前にご確認ください。 

※弊社では『Windows の管理者権限ユーザー』は管理していません。 

学校・施設内のパソコン管理をされているご担当者様にご確認をお願い致します。 

 

③LibMax のバージョンアップが完了していることを確認後、UAC（ユーザーアカウント制御）を解除 

してください。 

解除方法は【UAC 解除設定手順】（P.6）を参照してください。 
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～ お問い合わせの前に『バージョンアップ作業 よくある質問』をご参照ください ～ 
 
 
 

●『バージョンアップ作業 よくある質問』内容 

 

1. バージョンアップ準備  Q 1 ~ Q14 

2. バージョンアップ前  Q15 ~ Q18 

3. バージョンアップ中    Q19 ~ Q23 

4. バージョンアップ後  Q24 ~ Q30 

 
 

●パソコンで閲覧する場合 

 

以下の URL よりご参照ください 

 

https://libmax.com/wp-content/themes/libmax/resources/img/p-
support/libmax_support9.pdf 
 
※弊社ホームページ（https://libmax.com/）の［ご契約者向けサイト］から、 

［よくある質問］-［カテゴリから探す］-［その他］を選択して、 

［バージョンアップ作業よくある質問］からもご参照いただけます。 

（ユーザーID・パスワードが必要です） 

 

●スマートフォン・タブレットで閲覧する場合 

 

以下の QR コードを読み取ってください 

 

  

https://libmax.com/wp-content/themes/libmax/resources/img/p-support/libmax_support9.pdf
https://libmax.com/wp-content/themes/libmax/resources/img/p-support/libmax_support9.pdf


- 3 - 

  

■バージョンアップ手順 
 

1．サーバーに管理者権限でログインします。 

ウイルス対策ソフトをお使いの場合はいったん終了してください。 

 

2．サーバーに LibFinder 2025 の CD-ROM をセットします 

※セットアップランチャが起動しない場合は、下記の手順でセットアップランチャを起動してく 

ださい。 

 

手動でセットアップランチャを起動する方法 

1.［スタート］ボタンを右クリックして［エクスプローラー］を選択します。 

2. 画面左のメニューから［PC］をクリックします。 

3. 表示された CD ドライブを［右クリック］して［開く］を選択します。 

4.「Install（.exe）」をダブルクリックします。 

 

●サーバーApache の場合 ●サーバーIIS の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜サーバーIIS をお使いの方は＞ 

サーバーIIS をお使いの場合は、「手順 3.」の Apache インストールの説明は読み飛ばしてください。 

セットアップランチャに表示される項目にしたがって、「手順 5．（Java のインストール）」、「手順 7．

（Tomcat のインストール）」にそれぞれ読み進めてください。 
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3．［Apache］をクリックします。 

［Apache］が表示されていない場合は、「手順 5．」へ進んでください。 

 
 

4．［Apache セットアップ］画面が表示されます。［セットアップ］ボタンをクリックします。 

 
 

 
 

5．セットアップランチャで［JAVA］をクリックします。 

［JAVA］が表示されていない場合は、「手順 7．」へ進んでください。 

  

下記のメッセージが表示された場合は、［アクセスを許可する］をクリックしてください。 
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6．［Java セットアップ］画面が表示されます。［セットアップ］ボタンをクリックします。 

 
 

7．セットアップランチャで［Tomcat］をクリックします。 

［Tomcat］が表示されていない場合は、「手順 9．」へ進んでください。 

 
 

8．［Tomcat セットアップ］画面が表示されます。［セットアップ］ボタンをクリックします。 

 
 

9．セットアップランチャで［環境設定］をクリックします。 

※［環境設定］の項目にチェックが入っている場合は、バージョンアップは完了です。 

セットアップランチャを閉じ、サーバーを再起動してください。 
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10．LibFinder 環境設定画面が表示されます。［設定］ボタンをクリックします。 

 
 

11．下記のメッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

    
 

12．接続テストが実行され、正常に接続されている場合、下記のメッセージが表示されます。 

 
 

［OK］ボタンをクリックすると、もとの画面に戻ります。 

［テスト結果］に下記のように表示されます。 

 
 

13．［閉じる］ボタンをクリックします。 

以上でバージョンアップは完了です。 

セットアップランチャを閉じ、サーバーを再起動してください。 
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1．［スタート］-［Windows システムツール］-［コントロールパネル］-［ユーザーアカウント］を 

開きます。 

 

※表示方法が［カテゴリ］の場合［ユーザーアカウント］-［ユーザーアカウント］を選択します。 

 

現在ログインしているユーザーの情報が表示されます。 

 
 

2．アカウントの権限が「Administrator」になっていることを確認します。 

「Administrator」と表示されていない場合は、管理者権限でログインしなおしてください。 

 

３．［ユーザーアカウント］画面で［ユーザーアカウント制限設定の変更］を選択します。 

［ユーザーアカウント制御の設定］画面が表示されます。 

 

４．スライダーを一番下の「通知しない」まで下げ［OK］ボタンをクリックします。 

設定変更を確認するメッセージが表示された場合は、［はい］をクリックします。 

※バージョンアップ後は、スライダーを元の位置に戻します。 

 

Administrator に 

なっていることを確認 

【UAC 解除設定手順】 

「通知しない」までスライダーを下げる 


